
市中金子区古御柱祭を受け継ぐ諏

御柱やV字型のメドデコに乗っておんぺを振る諏訪市中金子の子どもたち

令和10年へ曳行開始

経
験
つ
な
ぐ
「
子
供
御
柱
」

諏
訪
市
中
金
子
区
で
2
7
日
、
次
代
へ
の
継
承
を
目
的
と
し
た
「
子
供
御
柱
」
が
あ
っ
た
。
諏
訪
大
社
御
柱
祭
を

前
に
前
回
建
て
ら
れ
た
上
社
の
御
柱
を
横
た
え
る
御
柱
休
め
を
は
じ
め
、
「
古
御
柱
祭
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
神

事
を
古
来
か
ら
受
け
継
ぐ
同
区
。
小
中
学
生
や
園
児
た
ち
が
御
柱
の
曳
行
や
メ
ド
デ
コ
乗
り
、
木
や
り
、
ラ
ッ
パ

な
ど
で
活
躍
し
、
2
0
2
8
（
令
和
1
0
）
年
の
次
回
御
柱
祭
へ
の
一
歩
と
し
た
。

（
鮎
沢
健
吾
）

子
ど
も
や
保
護
者
、
若
連
メ
ン
バ

ー
、
区
役
員
ら
約
3
0
0
人
が
参
加

し
た
。
八
立
神
社
で
安
全
祈
願
の

神
事
を
行
っ
た
後
、
購
剋
寺
近
く

の
折
り
返
し
点
に
向
か
っ
て
曳
行
を

開
始
。
子
ど
も
た
ち
は
長
さ
6
㍍
の

御
柱
や
、
前
部
に
付
け
た
V
字
型
の

メ
ド
デ
コ
に
代
わ
る
代
わ
る
乗
り
、

山
吹
色
の
お
ん
べ
を
振
っ
て
「
よ
い

さ
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
を
響
か

せた。木
や
り
の
小
学
生
と
ラ
ッ
パ
隊
の

中
学
生
ら
は
、
暑
さ
に
負
け
ず
練
習

成
果
を
堂
々
と
披
露
。
中
洲
小
児
童

で
つ
く
る
中
洲
黄
金
太
鼓
は
勇
壮
な

太
鼓
演
奏
で
曳
行
を
後
押
し
し
た
。

子
ど
も
木
や
り
の
岩
波
凛
さ
ん
（
H
）

＝
同
小
6
年
＝
は
「
息
が
続
か
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
く
で

き
た
。
次
の
御
柱
祭
は
高
校
生
。
ラ

ッ
パ
か
木
や
り
で
関
わ
る
こ
と
が
で

き
た
ら
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

区
と
若
連
は
独
自
に
技
術
と
経
験

の
継
承
に
力
を
入
れ
、
子
供
御
柱
を

行
っ
て
き
た
が
、
御
柱
年
の
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
。
中
止
す
る
と
継
承
が
難
し

く
な
る
こ
と
か
ら
1
年
越
し
の
開
催

を
決
め
、
春
か
ら
準
備
を
進
め
た
。

岩
波
弘
之
実
行
委
員
長
は
「
令
和
1
0

年
へ
の
始
動
と
い
う
位
置
付
け
。
次

世
代
に
経
験
を
つ
な
ぎ
」
と
が
で
き

た
」
と
語
っ
た
。


